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2013 年度事業報告 

 
１ 会員加入状況（2014 年 3 月 31 日現在） 

個人会員  62 名 
団体会員  50 団体 
賛助団体  6 団体 

※ 2013 年 3 月 31 日と比較して、個人会員 6 名減、賛助団体 1 団体減で、他は 
 変動なし。 
 

２ 事業執行状況報告 

（１）地方自治に関する資料の収集（定款第４条第１号事業） 

東京都及び市区町村の行政資料、地方自治に関する文献、定期刊行物、図書を収

集し、公開した。 
【図書】 

１）受け入れ定期刊行物等 
定期刊行物・雑誌      21 タイトル 
地方自治研究センター機関誌 36 タイトル 
日刊新聞           1 タイトル 

２）受入及び除籍図書、刊行物、資料など 
新規受け入れ        51 冊 
除籍廃棄図書         2 冊 
現在の蔵書       3,150 +51－2＝3,199 冊 

 
（２）地方自治に関する調査研究（定款第４条第２号事業） 

【自治体財政研究会】（継続事業） 
● 調査研究目的 

地域主権・地方分権の推進のため、喫緊の課題となっている自治体財政の確立へ

向け、研究を継続している。とりわけ、首都圏の政令指定都市や中核市など大都

市制度のあり方に焦点をおいて、研究を進めた。 
● 研究体制 

研究主査 町田 俊彦（専修大学教授・東京自治研究センター理事長） 
研究委員 菅原 敏夫（地方自治総合研究所研究員） 
     飛田 博史（地方自治総合研究所研究員） 

井上 洋一（葛飾自治研究センター研究員） 
鈴木  泰（八王子自治研究センター研究員） 

     船橋 延嘉（埼玉県地方自治研究センター理事） 
     佐藤 晴邦（千葉県地方自治研究センター副理事長） 
     谷本有美子（神奈川県地方自治研究センター研究員） 
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事務局  伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 
木下  究（東京自治研究センター事務局長） 
佐藤 草平（東京自治研究センター研究員） 

     藤岡 一昭（東京自治研究センター研究員） 
佐々木淳夫（東京自治研究センター事務局次長） 

● 開催状況 
  第 8 回 2013 年 4 月 26 日：今後の研究会の進め方について 

第 9 回 2013 年 10 月 4 日：全国総合開発計画と首都圏への人口集中を振り返る  
      報告者：東京自治研究センター：伊藤特別研究員 
  第 10 回 2013 年 11 月 8 日：都営住宅と生活困窮  
      報告者：葛飾自治研究センター：井上研究員  

第 11 回 2014 年 1 月 17 日：神奈川県の指定都市における都市内分権  
    報告者：神奈川県地方自治研究センター：谷本研究員 
第 12 回 2014 年 3 月 14 日：高齢者における格差 
  報告者：千葉県地方自治研究センター：結城理事 
 

【東京相対化研究会】（継続事業） 
● 調査研究目的 

近代の都市化、特に戦後に焦点を据え、東京の都市社会・空間の形成を相対化す

ることを目的とする。研究手法については、社会学の技法による実態調査を行っ

たのち、今後の技術（制度論・政策論・管理論）へとつなげることとする。 
● 調査研究体制 

研究主査 饗庭  伸（首都大学東京准教授・都市計画） 
研究委員 市川  徹（世田谷社代表取締役―まちづくり） 

佐藤 一光（慶応義塾大学経済学研究科助教―財政学） 
中村  元（新潟大学人文社会・教育科学系准教授―歴史学） 
堀内  匠（地方自治総合研究所研究員―行政学） 
三浦 一浩（地域生活研究所研究員―比較政治学） 
柳  信寛（立教大学非常勤講師―社会学） 

       顧  問  小原 隆治（早稲田大学教授・副理事長―行政学） 
事 務 局 木下  究（東京自治研究センター事務局長） 
     藤岡 一昭（東京自治研究センター研究員） 
     佐藤 草平（東京自治研究センター研究員） 
     佐々木淳夫（東京自治研究センター事務局次長） 

● 開催状況 
第 9 回 4 月 23 日：東京をめぐる都市社会学の動向 
第 10 回 5 月 21 日：報告書作成に向けた執筆分担について 
第 11 回 8 月 6 日：報告書の出版化について 

   第 12 回 3 月 11 日：各草稿の読み合わせ 
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【都内基礎自治体ベンチマーク研究会】（継続事業） 

● これまで（一財）地域生活研究所が実施してきた研究成果を継承し、同研究所と

の共同プロジェクトとして、人口・面積、防災、福祉、環境・エネルギー・水、

教育、財政、経済・産業・労働、政治・行政、住宅、道路・公園・公共交通、消

費者行政・コミュニティの１１の指標で、データブックの作成を進め、昨年 12 月

に 2012 年度版『データブック』を 230 部発行した。また、『データブック』のコ

ラムを、より多くの人々に関心を持ってもらえるよう、機関誌『とうきょうの自

治』に「『都内基礎自治体データブック』を読む」という記事として転載した。 
研究委員   秋山  純（地域生活研究所事務局長） 

伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 
       田中  充（法政大学教授） 
       坪郷  實（早稲田大学教授） 
       西田  穣（地域計画研究所） 
       林  和孝（早稲田大学非常勤講師） 
       三浦 一浩（地域生活研究所研究員） 
事 務 局   佐藤 草平（東京自治研究センター研究員） 

● 開催状況 
第 4 回 5 月 23 日：2013 年度の進め方について  
第 5 回 7 月 12 日：本年度のテーマ及び解説コラムについて 
第 6 回 10 月 3 日：データのとりまとめ、解説コラムの分担について 

 
【病院会計研究会】（継続事業・完了） 

  ● 調査研究目的 
自治体立病院の財政分析を通して、その問題点を明らかにし、住民の期待に応え

ることができる病院会計の確立に向けた課題を探り、調査・研究を行ってきた。

この間の成果を紀要『るびゅ・さあんとる』No.13 に「公立病院経営の課題」と

してまとめたことをもって研究会としては終了し、今後は必要に応じて各病院の

財政分析学習会などを開催することとした。 
  ● 調査研究体制 

研究主査  星野菜穂子（和光大学准教授） 
研究委員  三田野一夫（青梅市立病院労組・都本部衛生医療評議会議長） 

野村まゆみ（港区役所保健師・都本部衛生医療評議会副議長） 
      金沢 秀人（町田市立病院） 
事 務 局  伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 
     木下  究（東京自治研究センター事務局長） 

 
（３）地方自治に関する研修会、講演会の開催事業（定款第４条第３号事業） 

【月例フォーラム】（継続事業） 
年間計画に基づき、各月のフォーラムを企画、実行してきた。 
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  第１期（4月～5月）「子どもを大切にする社会」  

第 213 回「子どもの人権擁護の新たな仕組み」 
   日  時 4 月 18 日（木）13：30～16：15 
   会  場 中野サンプラザ８階研修室 5 
   講  師 竹中 大剛（世田谷区子ども家庭課長） 

参  加 21 名（うち非会員 0 名） 
第 214 回「子ども・子育て三法と市区町村の役割」 

日  時 5 月 16 日（木）13：30～16：15 
   会  場 中野サンプラザ 8 階研修室 6 
   講  師 福田 美香（多摩市企画政策部長） 

参  加 48 名（うち非会員 1 名） 
第２期(6月～9月)「男女共同参画がデザインするコミュニティ」  

第 215 回「男女共同参画がデザインするコミュニティ」 
日  時 6 月 27 日（金）13：30～16：15 
会  場 中野サンプラザ８階研修室６ 
講  師 中野 洋恵（国立女性教育会館研究国際室長） 
参  加 15 名（うち非会員 0 名） 

第 216 回「災害におけるジェンダー」 
日  時 7 月 30 日（火）13：30～16：15 
会  場 中野サンプラザ 7 階研修室 7 
講  師 浅野 幸子（東京女学館大学非常勤講師） 
参  加 19 名（うち非会員 0 名） 

第 217 回「ジェンダーと格差～非正規公務員の視点から」 
日  時 9 月 26 日（木）13：30～16：15 
会  場 中野サンプラザ８階研修室６ 
講  師 上林 陽治（地方自治総合研究所研究員） 
参  加 14 名（うち非会員 0 名） 

第３期(10 月～12 月)「高齢社会の住まい方」 

第 218 回「高齢社会の住まい方」 
日  時 10 月 25 日（金）13：30～16：15 
会  場 中野サンプラザ８階研修室６ 
講  師 小林 秀樹（千葉大学大学院教授） 
参  加 8 名（うち非会員 0 名） 

第 219 回「住宅マスタープランと福祉のまちづくり」 
日  時 11 月 21 日（木）13：30～16：15 

   会  場 中野サンプラザ 8 階研修室 6 
   講  師 前田 真さん（武蔵野市都市整備部住宅対策課主査） 

参  加 8 名（うち非会員 0 名） 
第 220 回「老朽化した集合住宅団地の再生プロジェクト」 
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日  時 12 月 12 日（木）13：30～16：15 
会  場 中野サンプラザ 8 階研修室 6 
講  師 澤田 誠二さん（団地再生支援協会副会長） 
参  加 13 名（うち非会員 0 名） 

 
2014 年度第１期 「都市と「農（食・みどり・水）」―社会的共通資本としての

再構築を―」 
第 221 回「都市農業の基本的な意義と課題、現状」 

日  時 3 月 27 日（金）13：30～16：15 
会  場 中野サンプラザ 8 階研修室 6 
講  師 後藤 光蔵さん（武蔵大学経済学部教授） 
参  加 15 名（うち非会員 2 名） 

 
【三多摩政策セミナー「自立都市多摩を考える」】 

日  時 5 月 15 日（水）18：30～20：30 
会  場 三労会館大会議室 
構  成 1．2013 年度都予算の概要と市町村財政 
     2．東京・都心への集中政策と「東京市」の実態 
講  師 佐藤 草平（東京自治研究センター研究員） 
参  加 26 名 

 
【シンポジウム「地域主権改革の総括と展望」】 

日  時 9 月 28 日（土）13：30～16：30 
会  場 日本青年館 301 号室 
構  成 第 1 講：「分権改革のこれまで、これから」 
    講師：島田 恵司（大東文化大学環境創造学部准教授） 
      第 2 講：「第 30 次地方制度調査会の成果と課題」 
      講師：堀内 匠（地方自治総合研究所研究員） 
      報告：「地域主権一括法に係る都内自治体の取り組み状況」 
      報告者：伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 
      フリーディスカッション 
      コーディネーター：小原 隆治（早稲田大学政治経済学院教授） 
      パネラー：島田 恵司、堀内 匠 
参  加 25 名（うち非会員 2 名） 

 
【まちづくりウオッチング「豊島区における木造住宅密集再生事業を学ぶ」】 

日  時 10 月 29 日（火）13:30～15:30 
会  場 東池袋第 4 集会所会議室ほか 
構  成 豊島区都市整備部地域まちづくり課担当者から事業の説明を受け
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た後、東池袋 4・5 丁目地区の木造住宅密集地域を視察。 
参  加 22 名（うち非会員 6 名） 
 

【第 30 回財政学校】（継続事業） 
日  時 2 月 11 日（火）10：00～16：40 
会  場 主婦会館プラザエフ 8F スイセン 
構  成 第一講：「2014 年度国家予算 

～税と社会保障制度一体改革はどのように反映されたのか」 
講師・町田 俊彦（専修大学教授・東京自治研究センター理事長） 

第二講：「都市と地方の財政力『格差是正』 
～法人事業税・法人住民税のゆくえ」 

講師・飛田 博史（地方自治総合研究所研究員） 
第三講：「2014 年度東京都・特別区予算をみる」 

講師・伊藤久雄（東京自治研究センター特別研究員） 
第四講：「2014 年度市町村予算をみる」 

講師・木下究（東京自治研究センター事務局長） 
参  加 50 名（うち非会員 2 名） 
 

（４）地方自治に関する機関誌及び図書の刊行事業（定款第４条第４号事業） 
【機関誌「とうきょうの自治」の刊行】継続事業 

◆ 基本構成 
 ○ 表紙写真 
 ○ 巻頭言（表紙裏面）：1,200 字 
 ○ 特集テーマ：一原稿：8,000 字～10,000 字（表・図・写真等を含む） 
 ○ 首都圏ネットワーク：3,000 字 
 ○ ここでこんなことが：3,000 字 
 ○ 会員レポート（新規会員を中心に依頼）：3,000 字 
 ○ 新着資料紹介：2,000 字 
 ○ 裏表紙：月例フォーラムの案内 
  ※ 発行頻度・部数など 
   発行予定：各四半期末日、部数：4,200 部、原稿締切：発行日前月末日 
 ※ 広告 
   都政新報、市町村共済、労金、全労済 
 
◆ 89 号（2013 年 6 月号） 
 ○ 表紙写真：南沢あじさい山  
 ○ 巻頭言『都市内分権』 

菅原敏夫理事 
 ○ 特集：子どもたちを大切にする社会  
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  ・子どもたちのシェルターと自立支援 
前田 信一（社会福祉法人カリヨン子どもセンター理事） 

・世田谷区子どもの人権擁護機関の設置について 
     竹中 大剛（世田谷区子ども家庭課長） 
  ・子ども・子育て支援三法と市区町村の役割 
     福田 美香（多摩市企画政策部長） 
  ・子育て・子育ちを考えるセミナー―事例から考える子どもの貧困と支援― 
     佐藤 千恵子（八王子自治研究センター理事） 
○ 第 3 回総会記念講演 
 ・政権再交代後の地方分権改革 
    青山 彰久（読売新聞東京本社編集委員） 
○ 連載●首都圏ネットワーク 
 ・都市の水田を保全するということ 

島田 由美子（NPO 法人見沼ファーム 21 理事長） 
○ 連載●『都内基礎自治体データブック』を読む 

・ゴミ排出量からみた東京区部と多摩の都市特性 
田中 充（法政大学） 

・東京都の人口推移と現代と 
佐藤 草平（東京自治研究センター研究員） 

○ 会員レポート 
・当たり前の民主主義を取り戻す 

橋本 久雄（小平市議会議員） 
○ 連載●新着資料紹介 
『医療なくして子育てできず～地域医療と少子化対策～』千葉県地方自治

研究センター編、書籍工房早山 
『山の珈琲屋 飯舘「椏九里」の記録』市澤秀耕＋市澤美由紀、言叢社 
 

◆ 90 号（2013 年 9 月号） 
 ○ 表紙写真：倉敷の水辺 
 ○ 巻頭言『ブエノスアイレス』 

佐藤 草平（東京自治研究センター研究員） 
 ○ 特集：男女共同参画がデザインするコミュニティ  
  ・男女共同参画がデザインするコミュニティ 

中野 洋恵（国立女性教育会館研究国際室長） 
  ・災害におけるジェンダー 
     浅野 幸子（早稲田大学地域社会と危機管理研究所 招聘研究員） 

・ジェンダーと格差―女性非正規公務員の視点から― 
上林 陽治（地方自治総合研究所研究員） 

○ 連載●首都圏ネットワーク  
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・人がつながって 
   津田 祐子（NPO 法人 VAIC コミュニティケア研究所専務理事） 

○ 会員レポート 
・あらためまして！東京交通労働組合です 

安田 潔（東京交通労働組合執行委員長） 
○ 連載●新着資料紹介 54 
『自民党と公務員制度改革』塙和也、白水社 
『人口減少社会という希望―コミュニティ経済の生成と地球倫理』広井良 

典、朝日新聞出版 
 

◆ 91 号（2013 年 12 月号） 
 ○ 表紙写真：東京の水源林 
 ○ 巻頭言（表紙裏）障がい者スポーツと共生社会 

今村 るか 理事（東京都議会議員） 
 ○ 特集：高齢社会の住まい方  
  ・高齢社会における住まい方と政策課題 

小林 秀樹（千葉大学大学院工学研究科教授） 
  ・住宅マスタープランと福祉のまちづくり 
   だれもがいきいきと住み続けられるまちをめざして 
     前田 真（武蔵野市都市整備部住宅対策課主査） 

・団地リニューアルとコミュニティ再生 
澤田 誠二（一般社団法人・団地再生支援協会） 

      ○ 2013 年度まちづくりウオッチング報告 
・木造住宅密集地域（東池袋四・五丁目地区）における豊島区の居住環境

総合整備事業に学ぶ 
   横山 陽一（東京自治研究センター副理事長） 

      ○ 連載●『都内基礎自治体データブックを読む』 
       ・「地域危険度測定調査」の結果を読む 
    ・木造密集市街地の改善策 
     西田 穣（地域計画研究所） 
       ・高齢者の住まいと公的住宅・都営住宅 
          伊藤 久雄（NPO まちぽっと） 

○ 連載●首都圏ネットワーク 
・基地のあるまちに暮らす人びとと自治体 
   藤田 栄治（全国基地爆音訴訟原告団連絡会議・代表） 
   金子 豊貴男（相模原市議会議員） 

○ 連載●会員レポート 
・まちづくりの心に根ざした新しい福祉社会 

櫛渕 万里（NPO 法人・町田まちづくり研究所まいんど（MIND）理事長） 
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○ 連載●新着資料紹介 55 
『民主党政権失敗の検証』日本再建イニシアティブ、中公新書 
『戸籍と国籍の近現代史』遠藤正敬、明石書店 
 

◆ 92 号（2014 年 3 月号） 
 ○ 表紙写真：三春の滝桜 
 ○ 巻頭言（表紙裏）安倍政権下の政府間財政関係の再集権化 

町田 俊彦 理事長（専修大学教授） 
 ○ 特集：2014 年度予算  
  ・2014 年度国家予算～税と社会保障一体改革はどのように反映されたのか～ 

町田 俊彦（専修大学教授/東京自治研究センター理事長） 
  ・都市と地方の財政力「格差是正」～法人事業税・法人住民税のゆくえ 
     飛田 博史（地方自治総合研究所研究員） 

・2014 年度東京都・特別区予算をみる 
伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 

       ・2014 年度市町村予算の課題 
     木下  究（東京自治研究センター事務局長） 
      ○ 連載●『都内基礎自治体データブックを読む』 
       ・自治体議会の改革 
    坪郷  實（早稲田大学教授） 
       ・住民投票条例の課題～都内の現状と諸外国の事例から～ 
    三浦 一浩（地域生活研究所研究員） 
         伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 

○ 連載●首都圏ネットワーク 
・まもり、つながる、大地と市民 
  北原 典夫（未来遺産見沼たんぼプロジェクト推進委員会・事務局長） 

○ 連載●会員レポート 
・市民セクター政策機構とは 

米倉 克良（市民セクター政策機構専務理事） 
○ 連載●新着資料紹介 56 
『脱「成長」戦略～新しい福祉国家へ』橘木俊昭・広井良典、岩波書店 

 
【紀要「るびゅ・さあんとる」の刊行】継続事業 年 1 回発行・900 部 
  第 13 号 2013 年 7 月：特集＜公立病院経営の課題＞ 

○ 全国の公立病院改革の現状 
  星野 菜穂子（和光大学経済経営学部准教授） 

○ 都立病院改革のめざすもの―都立病院改革推進プランの策定― 
  小野寺 隆徳（東京都病院経営本部経営企画部総務課課長補佐） 

○ 町田市民病院の経営状況―財政分析を中心に― 
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  上林 得郎（神奈川県地方自治研究センター理事長） 
○ 公立阿伎留医療センターの財政状況―地方公営企業年鑑を手掛かりとして― 

伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 
 
 （５）その他事業 

専修大学経済学部経済学科 2 年生森田沙英子さんを 8 月 19 日～23 日インター

ンとして受け入れ、インターンシップを実施した。財政と福祉のまちづくりに関心

があるということから、「社会保障制度と市区町村財政」「福祉のまちづくり」「大

都市制度・都区制度」について法人職員が講義を行ったうえで、川崎市の保育事業、

八王子自治研究センターの「共助のまちづくり」事業を視察し、認定 NPO 法人ま

ちぽっと、NPO 法人 VAIC コミュニティ研究所を訪問して事業内容・法人運営に

ついて勉強していただいた。 
 

３ 役職員体制 

理 事 長  町田 俊彦（専修大学経済学部教授） 
副 理 事 長  小原 隆治（早稲田大学政治経済学術院教授） 

同     横山 陽一（自治労東京都本部特別執行委員） 
常務理事・事務局長   木下  究（東京自治研究センター研究員） 
理 事  伊藤 久雄（東京自治研究センター特別研究員） 

同     須永 謙治（連合東京事務局長） 
同     今村 るか（東京都議会議員） 
同     大西由紀子（東京・生活者ネットワーク代表委員） 
同     菅原 敏夫（地方自治総合研究所非常任研究員） 
同     岡本 忠明（八王子市職員組合副委員長） 
同     白石 玲子（東久留米市議会議員） 

理事・会計担当  浅井 幸男（自治労都庁職執行委員長） 
監 事  横川 武志（調布市職員労働組合執行委員長） 

同     清水  晃（あきる野市議会議員） 
同     金子 雄一（自治労東京都本部副委員長） 

事 務 局 次 長  後藤 紀行（西東京市職員労働組合執行委員長）2013 年 11 月まで 

       同    栗田 文彦（武蔵野市職員労働組合執行委員長）2013 年 12 月から 

同     佐々木淳夫（港区職員労働組合特別執行委員） 
同     樺山 弘美（自治労東京都本部政策局長）2013 年 10 月まで 

同     中條 貴仁（自治労東京都本部副委員長）2013 年 11 月から 

研 究 員  藤岡 一昭（自治労東京都本部特別執行委員） 
研 究 員  佐藤 草平（東京自治研究センター研究員） 
顧 問  須田 春海（市民運動全国センター代表世話人） 

 
４ 会議の開催状況 
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（１）第 8回理事会 

１）開催の日時及び会場 
  ① 日時 2013 年 6 月 7 日（金）14 時～14 時 30 分 
  ② 会場 中野サンプラザ 8 階研修室 6 中野区中野 4－1－1  
２）理事出席状況 
  ○現在数    12 名 

○定足数     7 名 
○出  席     7 名（町田俊彦、小原隆治、木下究、伊藤久雄、横山陽一、須

永謙治、今村るか） 
○欠 席       5 名（菅原敏夫、岡本忠明、大西由紀子、浅井幸男、白石玲子） 

 
３）議事 
① 第 1 号議案 議長及び議事録署名人の選出について 

議長については、定款第 34 条に基づき町田理事長がこの任に当たることを確

認した。 
議事録署名人は、定款第 36 条第 2 項に基づき町田理事長及び金子監事の 2 名

を選出した。 
   ② 報告事項 

 会員退会等状況報告、2012 年度事業報告を報告し、承認された。 
③ 第 2 号議案：2012 年度決算報告（貸借対照表、損益計算書、財産目録）及び

監査報告について 
2012 年度決算報告及び監査報告について、それぞれ了承されたので、第 3 回

総会に提案することとした。 
 

（２）第 3回総会 

１）総会の日時及び会場 

（１）日 時  2013 年 6月 7日（金）  16 時 15 分～16 時 50 分 

（２）会 場  中野サンプラザ 8 階研修室 6 中野区中野 4－1－1 
   ２）出席状況 

   （１）会員状況（2013 年 6月 7 日時点） 

       個人会員  64 名 

       団体会員  49 団体 

       正 会 員  113 名  （賛助団体：6団体） 

   （２）成立要件   57 名 

   （３）出席状況 

       出 席    21 名（個人会員 10名、団体会員 11名） 

       委任状   49 名（個人会員 31名、団体会員 18名） 

       合 計   70 名 

   ３）議長選出 
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     定款 17 条に基づき次の者を議長に選出した。町田俊彦（個人正会員・理事長） 

   ４）議事録署名人の選出について 

    定款 23 条 2に基づき、出席会員の同意を得て、町田理事長及び次の二名を議事

録署名人に選出した。 

    団体正会員  中條 貴仁（自治労区職連絡会） 

    団体正会員  密田 義人（地方自治総合研究所） 

  ５）議事 

    上記のとおり、総会議長及び議事録署名人を選出した後、報告事項である 2012

年度事業報告、2013 年度事業計画・予算を木下事務局長が報告し、了承された。 

    次に、第３号議案貸借対照表及び損益計算書（正味財産計算書）について木下

事務局長が、2012 年度監査報告を金子監事が、それぞれ提案し全会一致で承認さ

れた。 

最後に、議長から総会を終了する旨の発言があり、第 3回総会を終了した。 

 

（3）第 9回理事会 

１）開催の日時及び会場 
  ① 日時 2013 年 11 月 1 日（金）13 時 30 分～14 時 15 分 
  ② 会場 自治労東京都本部会議室 新宿区上落合 2－28－7 落合高山ビル４階 
２）理事出席状況 
  ○現在数    12 名 

○定足数     7 名（定数の過半数） 
○出  席     7 名（町田俊彦、小原隆治、木下究、横山陽一、伊藤久雄、 

大西由紀子、清水晃） 
３）議事 
① 第 1 号議案 議長選出について 

議長については、定款 34 条を踏まえ理事長がこの任に当たることを確認した。 
   ② 第 2 号議案 議事録署名人の選任について 

 「第 2 号議案 議事録署名人の選任の件」については、定款 36 条第 2 項に

基づき下記の 2 名を選出した。 
 理事長 町田俊彦、監 事 清水 晃 

③ 第 3 号議案 事務局次長の承認について 
樺山弘美、後藤紀行の退任に伴い、中條貴仁、栗田文彦の両名を事務局次長と

して承認した。 
   ④ 報告事項 

1． 会員加入状況、2．2013 年度上半期事業報告、3．役職員体制、4．会議 
      の開催状況、5．事務局会議、6．2013 年度上半期予算執行状況を一括して 

   報告し、承認された。 
 

（4）第 10回理事会 
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１）開催の日時及び会場 
  ① 日時 2014 年 3 月 26 日（水）14 時～15 時 
  ② 会場 自治労東京都本部会議室 新宿区上落合 2－28－7 落合高山ビル４階 
２）理事出席状況 
  ○現在数    12 名 

○定足数     7 名（定数の過半数） 
○出  席     7 名（町田俊彦、小原隆治、木下究、横山陽一、伊藤久雄、 

白石玲子、今村るか） 
３）議事 
① 第 1 号議案 議長選出について 

議長については、定款 34 条を踏まえ理事長がこの任に当たることを確認した。 
   ② 第 2 号議案 議事録署名人の選任について 

 「第 2 号議案 議事録署名人の選任の件」については、定款 36 条第 2 項に

基づき下記の 2 名を選出した。 
 理事長 町田俊彦、監 事 横川武志 

③ 第 3 号議案 2014 年度事業計画について 
  第 4 号議案 公益社団法人東京自治研究センター給与規程等の改正について 
  第 5 号議案 2014 年度予算（案）について 

それぞれ提案し、全会一致で承認された。 
   ④ 報告事項 

1． 会員加入状況、2．2013 年度下半期事業報告、3．役職員体制、4．会議 
      の開催状況、5. 2013 年度下半期予算執行状況を一括して報告し、承認れ 
       た。 
 
（5）事務局会議 

第 1 回   4 月 18 日（木）16:00～ 
第 2 回   5 月 22 日（水）13:00～ 
第 3 回   6 月 27 日（木）16:00～ 
第 4 回    7 月 23 日（火）13:00～ 
第 5 回   8 月 29 日（木）13:00～ 
第 6 回   9 月 26 日（木）16:00～ 
第 7 回   10 月 29 日（火）16:00～ 
第 8 回  12 月 3 日（火）16:00～ 
第 9 回  2014 年 1 月 22 日（水）16:00～ 
第 10 回  2 月 18 日（火）15:00～ 
第 11 回 3 月 18 日（火）15:00～ 
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